
 
 
 
 

  地震の大きさを示すものとして一般的に「震度」と「マグニチュード」という２つの尺度が使われてい

ます。 

  震度とは：ある場所での「揺れの大きさ」を表す指標 

震度階級は日本独自のものです。 

  

 

マグニチュードとは：「地震の規模」を表す指標 

マグチュードは—2 から 12 まであり、マグニチュードが１大きくなるとエネルギーは 32 倍大きく 

なります。海外の地震では「マグニチュード」で表されることがほとんどです。 

ニ 

 地震はいつ起こるか誰にも分かりません。日頃から災害に対する備えをしておきましょう！ 

 

下呂市市長公室危機管理課 

 

自助・・・自らの命は自ら守る！ 

№2７ 

次回は、土砂災害警戒区域についてお知らせいたします。 


